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2006 年のマレーシア研究：文献目録  
 

（作成協力：坪井 祐司／編集：左右田 直規）  
 
 この文献目録は、2006 年 1 月から同年 12 月までに日本国内で公表された、マレーシア

に関する研究業績を掲載したものです。現在のマレーシアに相当する地域を扱った文献に

関しては、できる限り網羅的に採録するよう心がけております。近隣の国家・地域や広域

（例：東南アジア全域）を扱った文献については、紙幅の制約があるため、JAMS 会員に

よる業績を中心に収録しています。該当する文献については、「書籍の部」と「論文の部」

に分けて、原則的に、著者・編者の五十音順に配列しています。ただし、著者・編者の氏

名がアルファベットで表記されている場合は、カナ表記が明らかな場合を除いて、該当す

る文献を別にアルファベット順に並べています。  
なお、本誌 37 号において「2005 年のマレーシア研究：文献目録」、同 38 号において「2005

年のマレーシア研究：補遺」が掲載されておりますが、今回の作業中に、マレーシアに関

する 2005 年の研究業績であるにも拘らず、37 号と 38 号に掲載されていなかったものが

いくつか見出されました。それらの業績につきましては、著者・編者名の後に（2005）と

付記したうえで今回の文献目録に掲載させていただきました。特に出版年が表記されてい

ないものはすべて 2006 年の業績です。  
 この文献目録の作成にあたっては、「2005 年のマレーシア研究：文献目録」に引き続い

て、坪井祐司会員からの全面的なご協力をいただきました。坪井会員に作成していただい

たマレーシア関連地域の研究に関する論文のリストを、編集部の左右田が取捨選択・編集

し、さらに書籍に関するリストを補いました。前回に引き続きご協力いただいた坪井会員

には心より厚く御礼申し上げます。  
 今回の文献目録の作成作業には必ずしも十分な時間をかけることができなかったため、

本来掲載されるべき文献が抜け落ちたり、採録されている文献の情報に誤りがあったりし

ているかもしれません。この文献目録の文責は、2007 年度の会報編集部（左右田）にござ

いますので、文献の抜け落ちや書誌情報の誤りがございましたら、お手数ではございます

が、左右田までご連絡いただきますようお願いいたします。また、本目録は、日本国内で

刊行された文献のみを収録しておりますが、会員が国外で公表された文献がございました

ら、同じく上記の連絡先までお知らせいただけますと幸甚です。それらの文献の正確な情

報を掲載した文献目録の補遺を次号に寄稿させていただきたいと思います。  
（会報編集委員：左右田直規）  
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【書籍の部】  
 
青山  亨（編）『東南アジアにおけるイスラームの現在（南太平洋海域調査研究報告  43）』

鹿児島大学多島圏研究センター。  

アジジ・ハジ・アブドゥラー（藤村祐子／タイバ・スライマン訳）（2005）『山の麓の老人

（アジアの現代文芸  マレーシア  4）』大同生命国際文化基金。  
アンダーソン、ベネディクト（糟谷啓介／イ・ヨンスク／増田久美子／高地薫／鈴木

俊弘訳）（2005）『比較の亡霊：ナショナリズム・東南アジア・世界』作品社。  

泉田  英雄『海域アジアの華人街  (チャイナタウン )：移民と植民による都市形成』学芸出

版社。  

経済産業省（委託先：日本貿易振興機構）『マレーシアにおける輸出通関要件調査報告書（先

導的貿易投資環境整備実証事業）』経済産業省。  

田和  正孝『東南アジアの魚  (うお) とる人びと（叢書地球発見  2）』ナカニシヤ出版。  

鳥居  高（編）『マハティール政権下のマレーシア：「イスラーム先進国」をめざした 22 年』

アジア経済研究所。  
中川  利香『マレーシア通貨危機と金融政策』青磁書房。  

日本貿易振興機構（編）『「経済上の連携に関する日本国政府とマレーシア政府との間の協

定」及び「経済連携協定に基づく特定原産地証明書の発給等に関する法律」：関係規

定集』日本貿易振興機構。  
藤本  彰三／松田  藤四郎（編）（2005）『代替農業の探究：環境と健康にやさしい農業を求

めて』東京農業大学出版会。  
山内  乾史／杉本  均（編）『現代アジアの教育計画  上』学文社。  
山内  乾史／杉本  均（編）『現代アジアの教育計画  下』学文社。  

山田  信行『世界システムの新世紀：グローバル化とマレーシア』東信堂。  
山本  博之『脱植民地化とナショナリズム：英領北ボルネオにおける民族形成』東京大学出

版会。  
横浜商工会議所（編）『大東亞共栄圏資源図絵マライ篇：附ボルネオ、ブルネイ、サラワク

篇（20 世紀日本のアジア関係重要研究資料  3 単行図書資料  第 96 巻  第 3 期日本占

領下の東南アジア関係資料  1）』龍渓書舎。  
 

【論文の部】  
 
青木  葉子「インドネシア華僑・華人研究史：スハルト時代から改革の時代への転換」『東

南アジア研究』43(4): 397-418。  
穴沢  眞「マレーシアの自動車産業：国民車メーカーを中心として」平塚大祐（編）『東ア

ジアの挑戦：経済統合・構造改革・制度構築』アジア経済研究所、pp. 295-325。 

阿部  健一「『開発』を振り返る：中カリマンタン泥炭地開拓移住者のミクロロジー」杉島
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敬志／中村潔（編）『現代インドネシアの地方社会：ミクロロジーのアプローチ』NTT
出版、pp. 67-88。  

荒井  茂夫「南洋の北京語文学」藤井省三（編）『東アジアの文学・言語空間（岩波講座「帝

国」日本の学知 5）』岩波書店、pp. 229-257。  
荒井  茂夫「インドネシア華文微型小説と華文文学の方向性：袁霓作品の啓示」『人文論叢』

（三重大学）23: 37-43。  

新井  卓「マレーシアにおける元日本留学生の帰国後の動向と今後の我が国の留学生受け入

れについて」『国際人流』19(11): 15-18。  

荒井  正剛「中学校社会科地理的分野における外国地誌学習のあり方 (2)アメリカ合衆国と

マレーシアを事例とした実践的研究」『新地理』54(3) : 1-14。  

石井  米雄「東南アジア史の定説を再検討する」『東南アジア考古学会研究報告』4: 1-9。  
石川  登「マイクロ・トランスナショナリズム：ボルネオ島西部国境の村落社会誌」杉島敬

志／中村潔（編）『現代インドネシアの地方社会：ミクロロジーのアプローチ』NTT
出版、pp. 177-211。  

石戸  光「『小国』マレーシアと国際環境への対応：外資の役割を軸として」鳥居高（編）

『マハティール政権下のマレーシア：「イスラーム先進国」をめざした 22 年』アジア

経済研究所、pp. 179-223。  

市野  初芳「マレーシアにおけるコーポレート・ガバナンスに関する問題点」『地域分析』

（愛知学院大学）44(2): 55-81。  
内堀  基光「社会空間としてのロングハウス：イバンの居住空間とその変化」西井凉子／田

辺繁治（編）『社会空間の人類学  : マテリアリティ・主体・モダニティ』世界思想社、

pp. 92-115。  

梅崎  創「マハティール政権の財政運営：財政収支の長期分析が語るもの」鳥居高（編）『マ

ハティール政権下のマレーシア：「イスラーム先進国」をめざした 22 年』アジア経済

研究所、pp. 117-137。  

雄谷  進「マレーシアの地域拠点としての日本語協会とその教師」『論集．現代社会学部・

現代社会研究科篇』（愛知淑徳大学）11: 75-88。  
岡本  雅紀「日本・マレーシア経済連携協定について」『貿易実務ダイジェスト』46(3): 2-28。 

奥野  克巳「近代医療を待ちながら：サラワクの辺境から眺める」『地域研究』7(2): 129-148。 
奥村  育栄「ある労働者夫妻の人生の軌跡と次世代の育み：マレーシアのインド人プランテ

ーション労働者に着目して」『＜教育と社会＞研究』（一橋大学）16: 48-56。  
小野沢  純「マレーシア：格差是正を模索するブミプトラ政策」『国際貿易と投資』65: 75-82。 

上川  純史「日本の原産地規則の概要・実務篇 (第 4 回 )マレーシア特恵原産地規則の概要 (そ
の 2)」『貿易実務ダイジェスト』46(12): 120-135。  

鴈野  重之「マレーシアにおける高校物理の概観」『大学の物理教育』12(3) : 169-172。 

川名  広文「マラヤ・グアチャ遺跡新石器時代の土器」『比較文化論叢』（札幌大学）17: 1-24。 

川名  広文「マラヤ新石器時代テンクレンブ遺跡の土器」『比較文化論叢』（札幌大学）18: 
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1-17。  

川端  隆史「ウラマー指導体制下での汎マレーシア・イスラーム党（PAS）：イスラーム主

義と民族問題のはざまで」鳥居高（編）『マハティール政権下のマレーシア：「イスラ

ーム先進国」をめざした 22 年』アジア経済研究所、pp. 305-349。  

木畑  洋一「イギリス帝国の崩壊とアメリカ：1960 年代アジア太平洋における国際秩序の

変容」渡辺昭一（編）『帝国の終焉とアメリカ：アジア国際秩序の再編』山川出版社、

pp. 280-309。  
木原  浩之「マレーシアにおけるイギリス法の継受：『1956 年（1972 年改正）民事法』の

検討を中心に」『亜細亜法学』41(1): 77-113。 

紀平  良昭「アジアにおける上場企業の所有構造と生産性：90 年代のインドネシア、マレ

ーシア、台湾、香港を対象に」『経営研究』（愛知学泉大学）19(2): 297-324。  
木村  陸男「マハティール首相の 22 年とアブドゥラ首相が率いるマレーシア」Daily Times 

3(12): 10-12。  

久保田  徹／Supian Ahmad「ジョホールバール市のテラスハウス住宅地における冷房の使

用状況と窓の開閉状況に関する実態調査」『日本建築学会環境系論文集』608: 81-87。 
熊谷  聡「民営化政策と企業グループへのインパクト」鳥居高（編）『マハティール政権下

のマレーシア：「イスラーム先進国」をめざした 22 年』アジア経済研究所、pp. 139
‐178。  

蔵治  光一郎／市栄  智明「北ボルネオにおける一般気象の季節変動」『水文・水資源学会誌』

19(2): 95-107。 

桑原  尚子「マレーシア家族法制度調査報告書（下）」『戸籍』785: 1-55。  
小磯  滋／山本  晋「マレーシアの IT 戦略：インドとの比較による工業化戦略の考察」『常

磐国際紀要』10: 85-112。  

黄  磷「マレーシアと中国の貿易と直接投資」大西康雄（編）『中国・ASEAN 経済関係の

新展開：相互投資と FTA の時代へ』アジア経済研究所、pp. 159-182。  

小中  さつき「マラッカ海峡の海賊規制：国際的枠組みの構築と沿岸国の対応」『アジ研ワ

ールド・トレンド』12(9): 40-43。  
五名  美江／蔵治  光一郎「マレーシア・サラワク州における降雨季節変動の空間分布特性」

『水文・水資源学会誌』19(2): 128-138。  
坂本  太郎「東アジアとの経済連携の強化に向けて：日・マレーシア経済連携協定」『立法と

調査』254: 26-34。  

櫻田  涼子「歩きまわる神々：マレーシア華人社会の儀礼とその変容」『アジア遊学』89: 
98-109。  

貞好  康志「蘭領期インドネシア華人の多重『国籍』と法的地位の実相」『近代』（神戸大学）

96: 1-34。  
佐藤  佳世「マレーシア語話者に対する日本語作文の一指導法」『大学院総合社会情報研究

科紀要』（日本大学）6: 267-277。  
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塩谷  もも「ジャワにおける儀礼の変化と女性」『イスラム世界』67: 26-48。  
柴山  和久／中澤  剛太「マレーシアとの経済連携協定の分析：関税撤廃・原産地規則・知

的財産権を中心に」『貿易と関税』54(1): 24-34。  

ト田  隆嗣「脈絡の生成：マレーシアにおける伝統芸能の動態」『お茶の水音楽論集』（特別

号） : 189-200。 

白井  義人「マレーシアパームオイル産業での環境改善と地球温暖化防止戦略の中の CDM」

『オレオサイエンス』6(10): 525-533。 

菅原  由美「インドネシア・スラウェシ島南部日本占領に関するインタビュー調査と成果デ

ジタル保存」『史資料ハブ地域文化研究』（東京外国語大学）7: 244-247。  
杉本  均「シンガポールの学力政策」『教育学研究』73(1): 45-50。 

杉本  均「マレーシアの高等教育の現状と留学生施策」『留学交流』18(10): 6-9。  

鈴木  絢女（2005）「現代マレーシアの政治体制：1971 年憲法（改正）法案をめぐる政治

過程」『国際関係論研究』（東京大学）23: 45-67。  
鈴木  早苗「2005 年の東南アジア・東アジア地域協力と ASEAN 議長国・マレーシアの采

配」『アジ研ワールド・トレンド』12(4): 35-40。  
鈴木  隆「マレーシアの地域共同体戦略」進藤榮一／平川均（編）『東アジア共同体を設計

する』日本経済評論社、pp. 231-240。  

スロチャナ・ナイール（張志宇／武井泉訳）「開発と女性：マレーシアの視点から」松井範

惇／池本幸生（編）『アジアの開発と貧困：可能力、女性のエンパワーメントと QOL』

明石書店、pp. 135-152。  

仙石  新／清水  敬治／穀田  昇一／上田  秀敏／西田  英男「マラッカ・シンガポール海峡電

子海図の刊行 (その 1)」『水路』35(1): 9-14。  
仙石  新／清水  敬治／穀田  昇一／上田  秀敏／西田  英男「マラッカ・シンガポール海峡電

子海図の刊行 (その 2)」『水路』35(2): 8-14。  
左右田  直規「擬似民主主義体制下の権威主義的政治指導：マハティール政権期のマレーシ

ア政治」玉田芳史／木村幹（編）『民主化とナショナリズムの現地点』ミネルヴァ書房、  
pp. 125-148。  

左右田  直規「マハティール政権期の高等教育改革：国家構想・政策転換・政治論争」鳥居

高（編）『マハティール政権下のマレーシア：「イスラーム先進国」をめざした 22 年』

アジア経済研究所、pp. 263-304。  
高橋  博／藤田  司／菊地  保旨／天明  敏行「マレーシア国スンガイキンタダムにおける

RCC の仮設備と施工」『ダム工学』16(1): 41-54。  
滝沢  昌彦（訳）「マレーシア消費者保護法 (2・完 )紹介と翻訳」『一橋法学』5(1): 209-235。 

武井  康江「マレーシア・マラヤ大学予備教育部日本留学特別コースについて」『紀要』（麗

澤大学）82: 313-318。 

手嶋  將博「マレーシア：マレー語による統合と英語による国際化を目指す幼児教育」池田

充裕／山田千明（編）『アジアの就学前教育  : 幼児教育の制度・カリキュラム・実践』
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明石書店、pp. 134-157。  

都丸  潤子「戦後日本の東南アジア移民送出計画とイギリス：ヒトの移動からみたアジア復

帰過程」『歴史学研究』818: 18-34, 53。  
都丸  潤子「脱植民地化過程における多文化統合の試み：英領マラヤでのマルコム・マクド

ナルドの社会工学」『インターカルチュラル』4: 119-136。  
鳥居  高「序論」鳥居高（編）『マハティール政権下のマレーシア：「イスラーム先進国」を

めざした 22 年』アジア経済研究所、pp. 3-21。  
鳥居  高「東アジア中間層の 3 つの役割」進藤榮一／平川均（編）『東アジア共同体を設計

する』日本経済評論社、pp. 289-294。  

鳥居  高「マハティール政権『イスラーム先進国・マレーシア』をめざした 22 年：その内

容と枠組み」鳥居高（編）『マハティール政権下のマレーシア：「イスラーム先進国」

をめざした 22 年』アジア経済研究所、pp. 25-68。  

鳥居  高「マハティール政権の成果と位置づけ」鳥居高（編）『マハティール政権下のマレ

ーシア：「イスラーム先進国」をめざした 22 年』アジア経済研究所、pp. 351-369。  

内藤  耕「熱気と混沌のパサール」『アジア遊学』90: 54-66。  
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